
その他（減量基準・特記事項など）

コメント：Rp1　ルート確保 元（Rp6,7）削除

コメント：Rp3　側管① ソルデム3Aと同時に開始。 Rp1 投与速度 ”全開で”へ変更

コメント：Rp4　側管② Rp2  アドリアシン→（後発）ドキソルビシン。投与速度”側管より”→”15分以上で”変更(ADOC療法に合わせた）

コメント：Rp5　側管③ Rp3,7 ベプシド→（後発）エトポシド。インラインフィルター削除。投与速度"側管より"→”60分以上で”変更

コメント：Rp8　側管④ 生食500mLと同時に開始。 Rp5 シスプラチンの投与速度 ”側管より”→”1時間以上”へ変更

Rp5.6 追加

変更点201210 Rp7 投与速度"30分で”→”全開で”

元（Rp1,2）削除 RP9 投与速度”12分で”→”全開で”

ヘパフラッシュ100単位/mLシリンジ10mL 1本

ルートフラッシュ

○エトポシド点滴静注 80mg/m2

生理食塩液50mL 1本 点滴静注
全開で

day2-39

8

生理食塩液50mL 1本
点滴静注 全開で day2-3

デキサート注6.6mg/2mL 1V
7

生理食塩液500mL 1Bag
点滴静注 1時間で day2-3

6

生理食塩液50mL 1本 点滴静注

○エトポシド点滴静注 80mg/m2

5

生理食塩液250mL 1Bag
点滴静注 1時間で day1 遮光袋

側管より day1.2

全開で
day1

ルートフラッシュ

4

生理食塩液500mL 1Bag
点滴静注 1時間で day13

生理食塩液100mL 1本
点滴静注 15分で

〇シスプラチン点滴静注 25mg/m2

パロノセトロン静注0.75mg/5mL 1V

2

点滴静注

備考

1

生理食塩液500mL 1Bag

点滴静注 1時間で day1デキサート注6.6mg/2mL 1V

Rp 薬剤名 投与量 投与経路 投与時間 投与日

day1
○ドキソルビシン注射用 40mg/m2

3410203

レジメン名 CODE療法（3,5,7,9週目）

対象癌種 胸腺腫

1コースの期間 7日 予定投与コース数


